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モンゴルとデリーの閒で

―― 13 世紀南アジア北邊地域におけるカルルグ家の興�――

二 宮 � 子
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は じ め に

1218 年のオトラル事件をきっかけに，モンゴル軍は中央アジアと西アジアを席卷する。

ホラズムシャー，ジャラールッディーンを�って南アジア北邊地域に入ったモンゴル軍

は，アフガン高地までの地域を影�下に置き，デリー・サルタナト荏配下のインダス液

域への�攻を繰り	した。その後
一世紀の閒，南アジア北邊地域では，時にモンゴル

勢力側，時にデリー・サルタナト側につきながら�獨立狀態を保つ樣々な小集團の活發

な活動が見られる。本稿では，そのような小集團のひとつであるカルルグ家の活動を槪

觀し，南アジア北邊地域のインド側における小集團の勢力の變�や，それらの小集團へ

のモンゴルの働きかけ，小集團同士の關係について分析していきたい。

1．獨立勢力カルルグ家のはじまり

カルルグ家は，1220 年代から 1260 年代�ばの
 40 年，サイフッディーン・ハサン・

カルルグ Sayf al-Dīn H
̇
asan Qarluġ1)とナスィールッディーン・ムハンマド・カルルグ

412〔117〕

↗

1 ) カルルグが部族名であるとするなら，サイフッディーン・ハサンは，10 世紀にイシク・ク

ル湖の南で活動していたトルコ系部族カルルグ (ハルルフ h
̆
arluh
̆
) 族の出身ということで

あろう。カラハン�の王族がカルルグ族であったという說もあり，13 世紀のカラキタイの

もとでイリ川から南セミレチエにかけての地域を荏配していたことが確�される。カルル



Nas
̇
īr al-Dīn Muh

̇
ammad b. H

̇
asan Qarluġ親子の二代に渡って存續した小勢力である。サ

イフッディーン・ハサン・カルルグの�初�の活動については，ホラズムシャー，ジャ

ラールッディーンの傳記に以下のような記述がある。

618 (1221-2) 年 ジャラールッディーンはガズナに來た……サイフッディーン・

ブグラーク・アル=ハルジー Sayf al-Dīn Buġrāq al-H
̆
aljī，バルフの�アアザ

ム・マリクAʻzam Malik，アフガン人�の王 (s
̇
āh
̇
ib al-Afġānīya) ムザッファル・

マリクMuz
̇
affar Malik，そしてハサン・カルルグH

̇
asan QZLQも御�に加わり，

總數は 3 萬騎であった。彼 (=ジャラールッディーン) の下には自らの軍があり，

さらにアミーン・アル=ムルクAmīn al-Mulk も彼らの如くであった。

チンギス・ハーンはカンダハールでの攻擊で自らの軍に起こったことを知る

と，�りすぐりの兵，銳敏の子弟からなる大軍とともに，息子トゥルイ・ハー

ンを彼に對して�った。ジャラールッディーンは，ジハードへの強い�志と，

父祖のイスラームへの團結心をもって彼を え擊った。彼はバルワーン2)におい

て，洪水のごとき大軍，獅子のごとき兵とともにトゥルイ・ハーンと見えた。

兩軍が向かい合った時，彼は自らトゥルイ・ハーンの中軍に攻擊をかけた。

トゥルイ・ハーンの!列は亂され，その旗は騎兵によって踏みにじられ，トゥ

ルイ・ハーンは"走した。［SJD : 154］(ジャラールッディーンは) ジャハーン・パ

フラワーン・ウズベク Jahān Pahrawān Uzbak を彼が荏配していたヒンドの地の

代官とした。また，ハサン・カルルグにワファー・マリクWafā Malik の稱號を

與え，ゴールとガズナの地でタタル (=モンゴル) の損#から免れた地域の代官

とした。ワファー・マリクは命が盡きるまでその地にいたが，ジャハーン・パ

フラワーンは 627 (1229-30) 年に彼が據っていた場%から�い出されてイラクに

向かった。［SJD : 169］

『ジャラールッディーン傳』中では，サイフッディーン・ハサン・カルルグは，ハサ

ン・カルルグあるいはワファー・マリクと呼ばれている。彼はガズナ&郊でホラズム
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グ族の一部はモンゴル軍にも加わった［Bosworth : K
̇
arluk
̇
, EI2］。サイフッディーン・ハ

サンがカルルグ族であるなら，12 世紀までにはイスラーム)したカルルグ族の一部がアジ

ア北邊地域に移*していたということになるが，ハサン・カルルグのルーツについては本

稿で觸れた以上の+報はなく，この點について結論を出すことはできない。

↘

2 ) カーブルの北方，ヒンドゥークシュの南方に位置する［Jackson 1999 : 120］。この-利の後，

ヒンドゥークシュの北方に展開していたモンゴル軍が一部撤.したと傳えられる［SJD :

154-155］。



シャー，ジャラールッディーンに合液し，モンゴル軍と戰った。ジャラールッディーン

がインドに向かった際にはどのような活動をしていたのか不/だが，1224 年，ジャラー

ルッディーンがイラクに轉0する際にゴールとガズナに任じられた［Jackson 1990 : 50］。

以上の點，また1に引用する記述ではハサン・カルルグが「スルターンの同2者 (as
̇
h
̇
āb

al-sult
̇
ān)」と呼ばれ臣下 (al-h

̆
idma) と區別されていることから，サイフッディーン・ハ

サン・カルルグは，もともとガズナ付&で活動していた，おそらくは自律4な軍事集團

の長であった可能性が高い。

その後，サイフッディーン・ハサン・カルルグは，一度デリー・サルタナト側につき，

さらにモンゴル側の傘下に入ることになる。

5に，ラホールとデリーの�シャムスッディーン・イルトゥトミシュの軍が，

彼 (ジャハーン・パフラワーン) をカシュミールの谷 (darb Qašmīr) の入り口まで

�いつめ，この地から�い出した。スルターン (=ジャラールッディーン) の臣下

たち (al-h
̆
idma al-sult

̇
ānīya) は彼の脫出を助け，彼の後を�った。しかし，スル

ターンの同2者 (as
̇
h
̇
āb al-sult

̇
ān)，例えばワファー・マリクの稱號を持っていた

ハサン・カルルク (QZLQ) やその他の者たちは背き，イルトゥトミシュに加

わった。［SJD : 346］

この攻擊は，スルターン・イルトゥトミシュ (在位 1211-36 年) によるスィンド征7後

の 627/1229-30 年の出來事である［Jackson 1999 : 35-36］。この協力關係は恐らくこの時

限りのものであり，兩者の閒には同2や連合と呼べるような繼續4な關係はなかったの

ではないかと推察される3)。

1いでやって來たモンゴル軍は，サイフッディーン・カルルグの元にシフナ (シャフ

ナ) を�るという形で，より直接4に壓力をかけた。

この (オゴタイの) 時代にはまた，トゥルキスターン方面のモンゴル軍が，カー

ブルとガズナとザーブリスターンに任じられた。マリク・サイフッディーン・

ハサン・カルルグMalik Sayf al-Dīn H
̇
asan Qarluġは，何回か見たように，奉仕

を行う以外の方法で衣敎徒�の征7を"れる事ができず，彼らに奉仕を行い，

シフナ�を:け入れていた。ゴールとホラーサーンのマリク�は;てシフナを

:け入れていた。トゥルキスターンの方からは，ターイル・バハードゥルがヘ
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3 ) スルターン・イルトゥトミシュは，633/1235-6 年にハサン・カルルグを攻擊している

［Jackson 1999 : 36］。



ラートに任じられた。［TN : ii, 159］

ここで登場する，「カーブルとガズナとザーブリスターンに任じられた」モンゴル軍は，

モンゴル=國において，征7地の邊境地域の防衞を擔ったタンマ軍の一部である［川本

2010：135-136］。南アジア北邊地域に配置されたタンマ軍の任務はインドとの國境地域

の防衞であった。彼らはオゴタイ・ハーンの指揮下にあったが，南アジア北邊地域に常

>し，ある?度自律4に活動した4)。また，モンゴル=國におけるシフナは，武力を@し

地方のA稅に關わる役人であり，軍政閒，監督官などと譯される5)［本田 1991 : 236］。モ

ンゴルがマリクたちのもとにシフナを�っていたという記述から，南アジア北邊地域で

は，シフナは地域ではなく集團每にDEされ，彼らから稅をA收していたものと推察さ

れる。さらに，1Fで見るように，シフナはDE先の集團の動向を監視してモンゴル側

に報吿し，それによってモンゴル側は傘下のマリクたちの行動を管理していた。この當

時のシフナの指揮權は，タンマ軍と同じく，オゴタイ・ハーンにあったと考えられる。

モンゴルからシフナをDEされることは，モンゴルへのI稅義務と彼らからの管理を:

け入れ，モンゴルの傘下に入ることを�味していた。1230 年頃のアフガン高地以西では，

デリー・サルタナトよりもモンゴルの方が強い影�力を行使していたと言える。その影

�力は，タンマ軍とシフナという，衣なった性質を持ち，それぞれ獨自に活動する集團

をJしてKぼされていた。

1に，カルルグ家の勢力範圍について檢討していきたい。

2．カルルグ家の勢力範圍

13 世紀の南アジア北邊地域の諸集團の勢力範圍は目まぐるしく變)している。カルル

グ家の場合，�初�の據點はガズナ付&であったが，同じくガズナ付&に移動してきた

モンゴル軍の壓力でスィンド地方に移動した。

(モンゴル軍の) アンバーン・ノヤンAnbān Nūʼīn とニクーダル・ノヤンNikūdar

Nūʼīn，そしてゴールとホラーサーンの方にいた軍がガズナの方にやって來た。

これ以�に，彼らはマリク・ハサン・カルルグMalik H
̇
asan Qarluġをビンバー
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4 ) 13 世紀後�から 14 世紀にかけての，インド・カシミール方面にDEされたタンマ軍の動

向の槪Oについては［川本 2010：138-142］を參照されたい。この集團は，後にカラウナ

ス，ニクーダリーヤーンと呼ばれるようになる。

5 ) シフナは，秤や分銅の檢査・P付にも關與していた［本田 1991：340］。



ン BNYAN から�い出していた。彼らはマリク・サイフッディーン・ハサン・

カルルグに對して貢I金を定め，欲しいだけの額をIめさせていたが，それは

(ハサン・カルルグには) 容易ではなかった。5に，636 (1238) 年の始めに，彼ら

は突如マリク・サイフッディーン・ハサン・カルルグを攻擊し，彼はクッラ

マーンとガズナとビンバーンから，ムルターンの國とスィンドの地に"走した。

［TN : ii, 162］

ここでサイフッディーン・ハサン・カルルグの據點として擧げられているのは，クッ

ラマーン，ガズナ，ビンバーンである。クッラマーンはガズナの東方に位置し，現在の

パラチナール付&の地域である (地圖 1)。このパラチナールは，ガズナからインダスR野

に拔けるSのうち，カーブルに北上した後カーブル川沿いのジェラーラーバードから南

東 方 學 報
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地圖 1 アフガン山地からインダスR野へのS



に折れてバンヌーへ至るカーブルルート6)，ギャルディーズからクッラム溪谷へ拔けてバ

ンヌーへ至るクッラム溪谷ルートのV上に位置する7)［稻葉 2002 : 7-10］。ゴール�の

ムィッズッディーン・ムハンマドがインドW征に向かう際にもここをJ過しており，彼

のグラームであったタージュッディーン・イルディズ Tāj al-Dīn Yildiz が，1215年頃ま

で據點としていた場%でもある［TN : i, 408-409, 411-412, 414］。この地には貨X打刻%

もあり，サイフッディーン・ハサン・カルルグの名をもつ，クッラマーン發行の貨Xも

發見されている8)。

スィッディーキーによると，『ナースィルY話』では，ビンバーンは，北はペシャーワ

ル，南はムルターンの閒のインダス西岸地域を指しており，『ワッサーフY』では，スィ

ンド川とジェーラム川の閒のクーヒ・ジュードも含まれている9)。また，この地にルーツ

を持ち，16 世紀のグジャラートで活動していたウラマーは，「ビンバーンはムルターンと

ホラーサーン (アフガン高地以西を指す) の閒にある土地である」と述べているという10)

［Siddiqui 1980 : 76］。ガズナからインダスR野側に拔けるルートの出口は，カーブルルー

ト，クッラム溪谷ルート，トチ溪谷ルートが合液するバンヌー〜ミヤーン・ワリーと，

ゴマル溪谷ルートの出口であるデーラー・イスマーイール・ハーンがあるが，ビンバー

ンをこのように廣くとる場合，これらの町は;てビンバーン地方に含まれることになる。
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6 ) このルートは，1333 年頃にイブン・バットゥータがインドへ入る際に用いたものではない

かと推察される。イブン・バットゥータはガズナからカーブルへ移動し，それからクッラ

マーン (クラマーシュ) を拔けたと記錄している。ただし，インダス西岸の砂漠地帶へ入

る直�に滯在したシャシュナガル (ŠŠNĠAR) の比定には問題が殘る。當時，ガズナは

チャガタイ・ハーン家のタルマシーリーンの腹心のアミール・ブルンタイ (ブリルギタイ)

の荏配下にあったが，カーブルとクッラマーンは自律4なアフガン人集團の勢力範圍で

あったという［IB : iv, 181, 217-218］。

7 ) これらに加えて，ウルグンからトチ溪谷へ拔けてバンヌーへ至るトチ溪谷ルート，同じく

ウルグンからゴマル溪谷を拔けてデーラー・イスマーイール・ハーンへ至るゴマル溪谷

ルートがある［稻葉 2002 : 10-13, 15-17］。

8 ) 表面には雄牛の繪が，裏面には以下のような�言が見られる。Sayf/ al-dunyā wa [al-Dīn]/

Abū al-Muz
̇
affar al-[H

̇
asan]/[b. Muh

̇
ammad］［Tye 1995 : 24 (coin no. 344), 74］。なお，

クッラマーンでは，ガズナ�，ゴール�，ホラズムシャー時代と，チンギス・ハーンの名

で貨Xが發行されている［Diler 2009 : vol. 2 998 ; Tye 1995 : 13, 14, 16, 21-24］。

9 ) クルト�のシャムスッディーンが 644/1247 年のムルターン，ラホール�攻から引き揚げた

際，パンジャーブからアフガン山塊中のハイサールへ移動するV中でJ過した Banbah も

ビンバーンを指している可能性がある［TH : 160］。

10) ビンバーン出身者には，スルターン・アラーゥッディーン・ハルジー宮廷で活動したウラ

マーや，グジャラートで活動した一族がいる［Siddiqui 1980 : 76］。彼らの民族4なルーツ

は不/だが，ビンバーンは，13 世紀にはイスラーム知識人を生み出すだけの�)度をすで

に備えていたようである。



一方，『集Y』によると，1269-70 年にチャガタイ・ハン國のバラクがホラーサーンに�

攻した際，イルハン國のアバカ・ハーンは和Rのために「ガズナとクッラマーン・ビン

バーンからスィンド川までの地域 (Ġaznīn wa Kurramān-i BNYAN tā kinār-i āb-i Sind)」を與

えるという提案をしている11)［JT : iii, 1080 ; Jackson 1999 : 119］。この表現では，ビン

バーンはクッラマーンからインダスR野への出口であるバンヌー〜ミヤーン・ワリー付

&の地域を特に指しているという可能性もある。本說冒頭で擧げた『ナースィルY話』

の記述においては，ハサン・カルルグが「ビンバーンから�い出されて」いた，つまり，

アフガン高地內に押し]められていた狀況で，ガズナ方面から攻めて來たモンゴル軍か

ら"れてムルターン，ウチュ方面に撤.している。ここからも，ビンバーンはバンヌー

からミヤーン・ワリーにかけての地域であり，ハサン・カルルグは"�の際にゴマル溪

谷ルートを用いたのではないかという推測ができる12)。以上をまとめると，ビンバーン

地方は，本來バンヌーやミヤーン・ワリー付&を指すが，ガズナから拔けることができ

るインダスR野地域;域を漠然と指す用例も見られる，ということになるだろう。この

地域は，アフガン山塊からアフガン高地にかけて勢力を保ちつつインド側への0攻の機

會をうかがっていたモンゴル軍 (タンマ軍) 側にとって特に重Oであったと考えられる。

モンゴルの壓力を:けて移動したムルターンは，1240 年代をJじてカルルグ家の重O

な據點の一つであった13)。また，サイフッディーン・ハサン・カルルグはムルターンの

南方のウチュにも勢力を擴大しており，1245年にモンゴルに攻められた際には^でムル

ターンの南に"走している。

(メンゲトゥは) 643 (1245) 年の始めにスィンドの諸王國を目指し，その土地

(ターリカーン他) の軍をウチュとムルターンに_いていった。この當時，ヒン
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11) この當時，イルハン國がこの地域にどの?度の影�力をKぼしていたかは不/である。少

なくともデリー・サルタナト側は，ムルターンとラホールまでは抑えていたが，スィンド

川以西地域はその荏配下になかった。『集Y』の一バリエーションでは，1262 年頃に，フ

ラグ・ハーン下からキプチャク・ハン國のベルケ側についた軍の一部がガズナからラホー

ル・ムルターンまでを征7したとも傳えられており，この地域は，イルハン國が指揮權を

行使できなくなったタンマ軍が抑えていた可能性もある［川本 2010：141］。

12) ゴマル溪谷ルートに關しては，13 世紀にスィンド荏配の據點となったムルターンやウッ

チュとガズナを結ぶ�短ルートであることから，政治4重O度が增したという指摘がある

［稻葉 2002 : 17-21］。ただ，ゴマル溪谷ルートは嚴しいSであり，政治4な理由からクッラ

ム溪谷ルートやトチ溪谷ルートを用いることができない場合や，特にbぎの場合など，限

られた狀況下で用いられる傾向がある。

13) サイフッディーン・ハサンの銅貨は，ムルターンでも發行されている［Tye 1995 : 24 (coin

no. 345), 74］。



ドゥスターンの王座にはスルターン・アラーゥッディーン・マスウードが座っ

ていた。ラホールの町は荒廢していた。また，マリク・サイフッディーン・ハ

サン・カルルグがムルターンを握っており，ウチュの町と砦の守りをヒン

ドゥー・ハーンに任せていた…メンゲトゥはモンゴル軍とともにスィンド川河

cに到�した。マリク・サイフッディーン・ハサン・カルルグはムルターンの

砦を拔け出し，^でダイブルとスィーワスターン方面に向かった。［TN : ii,

169-170］

この時サイフッディーン・ハサン・カルルグは一時4にムルターンを失う。しか

し，644/1246 年には，サイフッディーン・カルルグは，ムルターンに攻めてきたイッ

ズッディーン・キシュルー・ハーン・バラバン ʻIzz al-Dīn Kišlū H
̆
ān Balaban と戰って

おり，すぐに荏配を回復したようである［TN : ii, 37］。この戰いでサイフッディーン・

ハサン・カルルグは�くなり，息子のナースィルッディーン・ムハンマドが後を繼い

だ。

なお，ムルターンの北方，ジェーラム川沿いに位置するナンダナで發行されたと考え

られている貨Xに，ハサン・カルルグの名が見える14)。さらに，『ヘラートY』中では，

650/1252-3 年，マストゥングでモンゴル側の使Fがアフガン貴族を訪問した際，「以�，

マリク・ワファーが數年の閒この地方の荏配者 (h
̇
ākim) であった」と言Kされており，

サイフッディーン・ハサン・カルルグは一時，アフガン高地の南方へも勢力を伸ばして

いたようである［TH : 198］。ただし，これらの場%を荏配していたのは，カルルグ家が

アフガン高地中に據點を置いていた時�なのか，それともムルターンに據點を移した時

�なのかは，現在入手できる+報からはd斷できない。以上の+報を總合すると，ハサ

ン・カルルグの活動範圍は，アフガン高地のガズナからマストゥングまでと，パン

ジャーブ地方西部ということになろう。

ナースィルッディーン・ムハンマドは，1250 年頃に，デリー・サルタナトから獨立し

てラホールを據點としていたヌスラトッディーン・シール・ハーン Nus
̇
rat al-Dīn Šīr

H
̆
ān にムルターンを奪われる。その後のカルルグ家の勢力範圍と，當時の�獨立勢力

同士の關係については，イルハン國のフラグ・ハーン (在位 1256-65 年) からデリー・

サルタナトへの使FDEに關連した興味深い記錄がある。イルハン國の使Fは 658/1260

年にデリー宮廷に到着しているので，以下の記述は 1259 年頃の出來事であろう［TN :

モンゴルとデリーの閒で
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14) 刻�は，表面が雄牛の繪と Sri Hasan Kuralaka，裏面が騎兵と Sri Hamirah である［Tye

1995 : 24 (coin no. 346), 74］。



ii, 79, 83-84］。

ホラーサーンのモンゴル人フラグからの使Fの到着は何故生じたのか。狀況は

以下のようなものであった。マリク・ナスィールッディーン・ムハンマド・ハ

サン・カルルグMalik Nās
̇
ir al-Dīn Muh

̇
ammad H

̇
asan Qarluġは，自らの一族の

一粒の眞珠を，ウルグ・ハーン(・バラバン) の息子の王の織布に連ね，それに

よって世界の王との面會の榮譽を得て自らの權力と權威を增そうと考えた。こ

のことについて，ウルグ・ハーン宮廷の臣下の一人が密かに (書鯵を) 書き�り，

面會の場%を指定し，至高のハーンの見解の衣をまとってf心からの臣從の心

を傳えた。マリク・ナスィールッディーン・ムハンマド(・カルルグ) は當代の高

名な王の一人であったので，そのことや，至高のハーンとの面會の承�に關し

て	禮の必Oが生じた。そのために，ハージブのジャマールッディーン・ア

リー・ハルジー Jamāl al-Dīn ʻAlī H
̆
aljīが任命された。［TN : ii, 86］

この記述では，ナースィルッディーン・ムハンマドは，當時のスルターン，マフムー

ド・シャー (在位 1246-66 年) のワズィールであったウルグ・ハーン・バラバン (後のスル

ターン・バラバン) の息子と自分の娘との緣組みと，ウルグ・ハーンとの直接面會をhむ

自律4な勢力として描かれている。それらの事項の話し合いのために，デリー・サルタ

ナト宮廷から，ハージブのジャマールッディーン・アリーがDEされた。彼はナースィ

ルッディーン・ムハンマドのもとに向かうV中で，ムルターンとウッチュをJ過しよう

として，同地のイッズッディーン・キシュルー・ハーン・バラバンから取りiべを:け

ることになる。

彼 (アリー) がムルターンとウッチュに着いた時，マリク・イッズッディーン・

キシュルー・ハーン・バラバンMalik ʻIzz al-Dīn Kišlū H
̆
ān Balaban は彼を召喚

して取りiべた。指令の內容を知るために，ハージブのアリーは書鯵を見せる

ようにO求された。ハージブのアリーはそれを拒んだ。取りiべが激しくなり，

彼は，モンゴルのシフナ�の面�で「私は使者で，御上の密命を:けている」

と證言した。彼が皆の面�で發言したので，マリク・イッズッディーン・キ

シュルー・ハーン・バラバンは取りiべをあきらめて，「目4を果たすために0

むがよい」と言わざるを得なくなった。ハージブのアリーは「マリク・ナ

スィールッディーン・ムハンマド (・カルルグ) のもとに行けとのご命令です」

と答え，そちらの方へ向かわされた。彼がビンバーン地方に着いた時には，デ

リー側から彼がDEされてきたことは，モンゴルのシフナ�やその地の貴賤の

東 方 學 報
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人々に知れ渡ってしまっていた。そのため，マリク・ナースィルッディーン・

カルルグは，彼をイラクとアゼルバイジャンにいるモンゴル人フラグの方へ

�らざるを得なくなった。また，御� (デリー・サルタナト) の許しなく，ウル

グ・ハーンの言葉として自ら書鯵をしたため，それに贈り物をつけて，自らの

腹心を同行させた。…(フラグ・ハーンは) ハージブのアリーを歸kさせる際に，

ビンバーン地方のシフナで，高貴なるムスリムとして知られていたアミール・

YĠRŠ15)の息子を彼に同行させた。そして，サリ・ノヤンの地方にいたモンゴル

軍に對して「もし，スルターン・ナースィルッディーンの王國の土地に汝らの

馬の蹄が影り立ったなら，その馬の脚を切り落とせという命令である」と言い

渡された。［TN : ii, 86-87, 88］

この記述から，1260 年頃にはビンバーン地方がナースィルッディーン・ムハンマド・

カルルグの本據地であったこと，そのビンバーン地方にフラグ・ハーンのシフナがDE

されていたこと，カルルグ家にl接する諸勢力には，ムルターンのイッズッディーン・

キシュルー・ハーン・バラバンと，「サリ・ノヤンの地方にいたモンゴル軍」，すなわち，

サリ・ノヤン_いるタンマ軍があったことが分かる。フラグ・ハーンのシフナをJして，

デリー・サルタナト側からカルルグ家へ使FがDEされたという+報がフラグ側に傳

わったため，イッズッディーン・キシュルー・ハーンやナースィルッディーン・ムハン

マドは，デリー・サルタナトからの使Fアリーをイルハン國へ�らざるをえなくなった。

シフナを:け入れてモンゴルの傘下に入った集團は，外Pに制限を:けていたことにな

る。また，シフナがタンマ軍にフラグ・ハーンからの命令を傳えている點は，タンマ軍

の自律性と，イルハン國による彼らの管理方法を示すものであり興味深い。なお，タン

マ軍が立ち入らないように命じられた「スルターン・ナースィルッディーンの王國」と

は，スルターン・ナースィルッディーン・マフムード・シャー治下のデリー・サルタナ

ト領域のことであると考えられる。

ムルターンのイッズッディーン・キシュルー・ハーン・バラバンは，スルターン・マ

フムード・シャーによってムルターン，ウッチュ方面に任じられ，サイフッディーン・

ハサン・カルルグと戰った人物である。彼は 1253 年頃からムルターンを據點としており，

651/1254 年に，ヘラートを據點としていたクルト�のシャムスッディーンの仲介によっ

て，フラグ・ハーンからシフナを:け入れていた［TN : ii, 37-39 ; Jackson1999 : 112］。一
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15) この人名は，第四Fで述べるナースィルッディーン・ムハンマドの處𠛬に關與したアミー

ル・BRĠNDYと同一人物ではないかと推察される。



方のタンマ軍とカルルグ家の境界は，ガズナ付&であったと考えられる。ガズナ發行の

ナースィルディーン・ムハンマド發行の銅貨が殘されているため16)，ガズナの町は彼が

抑えていたのであろうが，その荏配がどれほど安定したものであったか，またカルルグ

家がアフガン高地中にどれほど勢力を伸ばしていたかは不/である。イルハン國のシフ

ナを:け入れたり，その指揮下にある集團に挾まれた狀況の中，デリー・サルタナトの

@力者バラバンに姻戚關係を持ちかけ17)，デリーからの使Fの存在がモンゴル側に露n

するとバラバンの名をoってフラグ・ハーンへの書鯵をしたためるというナースィルッ

ディーン・マフムードの行動は，イルハン國とデリー・サルタナトの閒に挾まれた勢力

が，その雙方とのp離を測りつつ自律性と獨立を保とうとしたものとq價できるだろう。

�後に本Fで見てきたカルルグ家の勢力範圍の變�をまとめたい。1224 年頃のカルル

グ家の據點はクッラマーンを中心とする地域であり，ガズナからインダス液域に拔ける

ルートを抑えていた。このルートは，モンゴル側にとっては，アフガン高地，特にガズ

ナから，インダスR野にある攻擊目標のムルターンやラホールへ向かうためのルートと

して重Oであったと考えられる。その後 1238 年に，カルルグ家はガズナ側からモンゴル

の壓力を:けて南東に移動し，1250 年頃まで，斷續4ではあるがムルターンを據點とし

た。後にカルルグ家が，再びバンヌーを中心とするインダス西岸地域を據點としている

ことから，この地域に對するカルルグ家の荏配はこの時�も續いていたと推察される。

1250 年にムルターンを失ってからは，カルルグ家は再びインダス西岸地域を據點とし，

ガズナまでを勢力範圍に收めた。このように，常にガズナ〜ムルターン閒のルート上に

位置し，特に，ガズナからインダスR野への出口にあたるバンヌーやその周邊地域を抑

えていたことが，カルルグ家の勢力範圍の大きな特Aである。

3．ムルターンとラホール：インド�攻の��線

13 世紀，南アジア北邊地域に中に本據地を置くタンマ軍を�力とするモンゴル軍は，

機會を見てはインド�攻を繰り	した。その際，インド側の防衞の��線となったのが，

ラーヴィー川沿いのラホールと，チェナーブ川沿いのムルターンの二都市である。13 世

東 方 學 報
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16) この銅貨はデーバナーガリー�字の刻�を帶びている［Tye 1995 : 24 (coin no. 348), 74］。

17) 恐らく，デリー・サルタナトから使FがDEされるきっかけとなった，カルルグ家からバ

ラバンへの姻戚關係の申し出は，モンゴル側には內密のものであったと考えられる。使F

のアリーが當初自らの目4を/らかにしていなかったことと，彼をイルハン國に�るにあ

たってナースィルッディーン・ムハンマド・カルルグがウルグ・ハーン・バラバンの書鯵

を捏sしていることは，この推測を裏付けるものであろう。



紀の閒，これらの兩都市の荏配者は，デリー・サルタナト側あるいはモンゴル側に任命

ないしt助された勢力や，獨立勢力の閒で目まぐるしく入れ替わっている。

表 1 と表 2 は，13 世紀中のムルターンとラホールの荏配者の一覽である。人名の�に

記號を付し，デリー・サルタナト側，モンゴル側，獨立勢力の區別をつけてある。

ムルターンは，1228 年にデリー・サルタナトに征7される。それから 1240 年頃までは

デリー・サルタナトの荏配下にあったが，それから 1266 年までは，ごく短い�閒を除い

モンゴルとデリーの閒で
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664/1266〜685/1285
(684/1285)

スルターン・バラバンが任命［TFS :
109, 133］

○ Kay H
̆
usraw b. Muh

̇
ammad684/1285〜686/1287

人名 狀態

○：デリー・サルタナト側に任じられた人物。●：モンゴルの傘下にある，あるいはt助を:けた人物。
◎：獨立勢力。△：その他，不/ (デリー・サルタナトへの反亂者など)。

�閒 (モンゴルの攻擊)

表 1 13 世紀のムルターン荏配者 (1210-1287)

● Sayf al-Dīn H
̇
asan Qarluġ

〜644/1246?
(643/1245-6, 644/1247)

おそらく父を繼いでムルターンを一時
荏配。ラホールとタバルヒンドの荏配
者 Šīr H

̆
ān に敗れる［TN : ii, 38］

● Nas
̇
īr al-Dīn Muh

̇
ammad b.

H
̇
asan Qarluġ

648/1250-1 以�

Nus
̇
rat al-Dīn Šīr H

̆
ān が任命［TN : i,

484, 487 ; TN : ii, 38, 44］
△ Ih
̆
tiyār al-Dīn Karīz648/1250-1?〜651/1253?

スルターン・イルトゥトミシュが，W
征V中にウチュとムルターンに任命
［TSM : 38］

○Malik Sanjar
(Tāj al-Dīn Sanjar Arslān H

̆
ān?)

649/1251

モンゴルの傘下に入る［TN : ii, 38-39］
655/1258 年にデリー�攻，失敗。ウッ
チュから中央アジアに�命［TN : i,
492-494 ; TN : ii, 39］
658/1259-60 年に，スィンドからデ
リーにE使［TN : ii, 40］

● ʻIzz al-Dīn Balaban Kišlū H
̆
ān

651/1253?〜
(655/1257)

スルターン・バラバンが任命［TFS :
66］

○ Muh
̇
ammad b. Balaban, H

̆
ān-i

Šahīd

スルターン・イルトゥトミシュが任命
［TN : i, 455-456 ; TN : ii, 5-6］

○ ʻIzz al-Dīn Kabīr H
̆
ān Ayāz625/1228〜634/1236?

スルターン・イルトゥトミシュが任命
［TN : i, 460 ; TN : ii, 20］

○ Ih
̆
tiyār al-Dīn Qarāqaš H

̆
ān

Aytigīn
634/1236？〜637/1239

スルターン・ラズィヤが任命
→反亂，スィンドに移動して獨立
［TN : ii, 5-6］

○→◎ ʻIzz al-Dīn Kabīr H
̆
ān

Ayāz (d. 639/ 1241)
637/1239〜

ビンバーンとクーヒ・ジュードの獨立
荏配者
モンゴルの傘下に入る［TN : ii, 5-7］

● Sayf al-Dīn H
̇
asan Qarluġ〜639/1241

スィンドの荏配者［TN : ii, 5］
◎ Tāj al-Dīn Abu Bakr b. Kabīr
H
̆
ān

639/1241〜

スルターン・マスウードがムルターン
に任命した ʻIzz al-Dīn Balaban Kišlū
H
̆
ān との戰闘で死�［TN : ii, 6-7,
37-38］

スィンドの荏配者。スルターン・アイ
バクの娘婿［TN : i, 418-421］

◎ Nas
̇
īr al-Dīn Qubāčā

607/1210〜625/1228
(621/1224)



てデリー・サルタナトの荏配を離れ，モンゴル傘下あるいは獨立勢力の據點となってい

る。この時�にムルターンを荏配した�な勢力は，モンゴルの傘下にあったカルルグ家

のサイフッディーン・ハサンとナースィルッディーン・ムハンマド親子，もともとデ

リー・サルタナトによってラホールに任じられたが後に背き，スィンド地方を本據に獨

立したイッズッディーン・カビール・ハーン・アヤーズ ʻIzz al-Dīn Kabīr H
̆
ān Ayāz と

東 方 學 報
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〜652/1254〜

スルターン・バラバンの征7［TFS :
61 ; Jackson1999 : 116］

666/1268 (685/1286-7)

人名 狀態�閒 (モンゴルの攻擊)

表 2 13 世紀のラホール荏配者 (1210-1268)

○ → △ ʻIzz al-Dīn Kabīr H
̆
ān

Ayāz
634/1236頃〜

1241 年のモンゴル軍の�攻時のムク
ター［TN : i, 465 : TN : ii, 20, 164］
→ 1246 年，スルターン・マフムード・
シャーの卽位時もラホールのムクター
と呼ばれる［TN : i, 476］

○Malik Qarāqaš1239?〜

タバルヒンドのムクター。ラホールの
イクター地の一部も與えられる［TN :
ii, 30 ; Jackson1999 : 92］

○ Ih
̆
tiyār al-Dīn Yūzbak

639/1240 後〜643/1245-6?
(639/1241)

スルターン・マフムード・シャーがモ
ンゴル 擊のV上で任命［TN : ii, 43］
(ラホールを含めない寫本@［Jackson
1999 : 89］)
→ 652/1254 年にトゥルキスターンへ
"走 (歸k後はデリー・サルナタト側
へつく)

○→● Nus
̇
rat al-Dīn Šīr H

̆
ān

(658/1259-60 年沒)
643/1245〜652/1254
(644/1247)

Šīr H
̆
ān がトゥルキスターンから戾っ

た際に，ラホールから兵を_いてタバ
ルヒンドへ�擊［TN : ii, 34］

○ Tāj al-Dīn Sanjar Arslān H
̆
ān652/1254�後？

646/1248 年に�命
→モンゴルのt助を:けてパンジャー
ブで獨立。［Jackson1999 : 111］
→ 652/1255 年，デリー・サルタナト
がラホール荏配を承�［TN : i, 489］

○→●→△ Jalāl al-Dīn Masʻūd
Malik Jānī b. Iltutumiš

ホラズムシャーに敗れてラホール方面
へ"�［TN : i, 445］

◎ Tāj al-Dīn Yildiz614/1217-8〜

ラホールを征7［TN : i, 445］◎ Jalāl al-Dīn H
̆
wārazmšāh617/1220-1〜

スルターン・イルトゥトミシュに任じ
られる［TN : ii, 7］

○ Nas
̇
īr al-Dīn Aytamur

625/1227-8 以�〜
(621/ 1224)

スルターン・イルトゥトミシュに任じ
られる［TN : i, 454］のちのスルター
ン・ルクヌッディーン

○ Rukn al-Dīn630/1233〜

スルターン・ルクヌッディーン・フィー
ルーズ・シャーに反亂［TN : ii, 6］

○→△ Jalāl al-Dīn Masʻūd Malik
Jānī b. Iltutumiš

633-634/1236�後

スルターン・ラズィヤが任命
→ 637/1239 年に反亂，和解，スィンド
へ移動して獨立［TN : i, 459 ; TN : ii, 6］

デリーからラホールに入城して卽位。
直後にガズナに據點を置く Tāj al-Dīn
Yildiz を�ってガズナへ［TN : i, 417］

◎ Qut
̇
b al-Dīn Aybak602 ズルカアダ/1205〜



タージュッディーン・アブー・バクル Tāj al-Dīn Abu Bakr b. Kabīr H
̆
ān 親子，同樣にデ

リーに反旗をxし，ラホールを根據に獨立したヌスラトッディーン・シール・ハーンが

任じた代官，そして，デリー・サルタナトに任じられるも背き，モンゴルの傘下に入っ

たイッズッディーン・キシュルー・ハーン・バラバンであった。その後 1266 年から 1285

年の閒，ムルターンにはスルターン・バラバンの息子ムハンマドが任じられる。彼の時

代以影，デリー・サルタナトのムルターン荏配は安定する。

一方のラホールは，1220 年代以影，基本4にはデリー・サルタナト側に任命された人

物が荏配者となっているが，しばしば反亂が起きている。反亂者のうちの一人である

イッズッディーン・カビール・ハーンはスィンドに南下して獨立した。また，反亂者の

二人，すなわちヌスラトッディーン・シール・ハーンとジャラールッディーン・マス

ウード Jalāl al-DīnMasʻūdMalik Jānī b. Iltutumišは一時中央アジアに�命し，モンゴル側

のt助を:けてラホールを征7している。ヌスラトッディーン・シール・ハーンは，

1250 年代初頭の一時�はムルターンにまで勢力を擴大した。ジャラールッディーン・マ

スウードはスルターン・イルトゥトミシュの末子であった。彼の兄であるデリー・サル

タナトのスルターン・マフムード・シャーは，652/1255年に彼に對してW征したが，兩

者は直接戰うことなく和解し，ラホールはジャラールッディーン・マスウードのイク

ターとして�められた［TN : i, 488-489］。これは，ジャラールッディーン・マスウード

が事實上獨立勢力としてラホールを據點とすることを�めたものとd斷できる。この後

のラホールの荏配者に關しては+報がないが，スルターン・バラバンは 666/1268 年にラ

ホールを武力征壓しているため，恐らくデリー・サルタナトからの獨立狀態は續いてい

たと考えられる。

13 世紀中，ムルターンとラホールはしばしばモンゴル軍の�攻を:けている。

621/1224 年，ムルターンとラホールは共に，ホラズムシャー，ジャラールッディーンを

�って來たモンゴル軍によって攻擊された。モンゴル軍はまずジェーラム川沿いのナン

ダナを略奪してからムルターンに向かった。當時のムルターンの荏配者ナスィールッ

ディーン・クバーチャーはモンゴル軍のy圍を 40日閒耐えきり，モンゴル軍は轉0して

ムルターンとラホールの&邊を略奪した［TN : i, 419-420 ; Jackson 1999 : 34］。

同樣に，644/ 1247 年，サリ・ノヤンに_いられたタンマ軍がムルターンとラホールの

雙方に�攻した。これは，インド側のY料に記錄されているサリ・ノヤンの活動の�初

のものであり18)，クルト�のシャムスッディーンも同行している。タンマ軍はムルター

モンゴルとデリーの閒で
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↗

18) モンゴル側のY料では，彼は大ハーン，モンケ (在位 1251-59 年) の時代にDEされたこ

とになっている［川本 2010 : 139］。その他，南アジア北邊地域に配置されたタンマ軍の



ンでは 10 萬ディーナールでz和を結び，その後ラホールを略奪して歸kした［TH :

156-162 ; TN : i, 479］。

ムルターンは，さらに 643/1245-6 年，655/1257 年，684/1285年の三回モンゴル軍に

攻められている。643/1245-6 年には，オゴタイ・ハーンが任じた指揮官メンゲトゥ

(Mankūta Nūʼin) に_いられたタンマ軍が，ムルターンとウッチュを攻擊した。この結果，

當時ムルターンを荏配していたサイフッディーン・ハサン・カルルグがムルターンを{

てて"�した19)［TN : i, 471 ; TN : ii, 28, 54-56, 170-171 ; Jackson 1999 : 106］。655/1257 年

の�攻は，フラグ・ハーンのシフナを:け入れていたイッズッディーン・キシュルー・

ハーンがデリー・サルタナトへの反亂に失敗し，フラグにt助をOhしたことで行われ

た。この時の指揮官は，タンマ軍のサリ・ノヤンであったと傳えられる［TN : ii, 76-77 ;

TN : i, 494 ; Jackson 1999 : 112］。684/1285 年の�攻に關しては，680/1281 年のカンダ

ハール征7を始めとして，クルト�がアフガン高地の南側に勢力を伸ばしてきたことと

によって，モンゴル勢が危機感を|きインドへの壓力を強めたのではないかというジャ

クソンの見解が}當と考えられる［Jackson 1999 : 121］。この際，當時ムルターンの荏配

者であり，スルターン・バラバンの皇太子でもあったムハンマドが死�した。この時の

指揮官はテムルという人物であったと傳えられる20)［TFS : 109 ; Jackson 1999 : 117］。

ラホールは，639/1241 年，685/1286-7 年の二回攻められた。639/1241 年の�攻の背景

は不/であり，この際にはタンマ軍の指揮官ターイル・バハードゥルが死�したと傳え

られる［TN : i, 465-466 ; TN : ii, 163-166 ; Jackson 1999 : 105］。685/1286-7 年の�攻は，

684/1285年のムルターン�攻と同樣の事+のもとで行われたと考えられ，指揮官も同じ

である［TMS : 54 ; Jackson 1999 : 117-118］。

以上で整理したムルターンとラホールの荏配者と，モンゴル勢力の0攻の狀況を突き

合わせてみたい。1240-60 年代にムルターンやラホールを荏配した獨立勢力のうち，モン

ゴル側の傘下に入ったり，t助を:けていないのは，獨立勢力であったイッズッディー

ン・カビール・ハーン親子のみである。この時�にムルターンに對して行われた攻擊の

うち，655/1257 年のものは，モンゴル側についたイッズッディーン・キシュルー・ハー

東 方 學 報
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リーダーについての，インド側のY料とモンゴル側のY料の齟齬については［川本 2010 :

138-142］を參照されたい。

↘

19) このW征の際には，先に觸れたゴマル溪谷ルートが用いられた可能性もある。

20) インド側の記錄では，彼はヘラート，カンダハール，バルフ，バダフシャーン，ガズナ，

ゴールという，アフガン山塊〜アフガン高地中のO地を抑えたアミールと傳えられる。こ

の記述からは，テムルはタンマ軍の指揮官であったと推察されるが，この+報の初出は 16

世紀のY料であるため，ジャクソンはその信憑性を疑っている［Jackson 1999 : 117］。



ンのt助のために行われたものである。また，モンゴルと協力してラホールを征7した

人物が荏配者である閒は，ラホールは單獨ではモンゴル軍の攻擊を:けていない。ムル

ターンとラホール雙方が攻擊を:けた 644/1247 年の場合はクルト�も關わっており，特

別な背景を持っているのではないかと推察される。643/1245-6 年のムルターンへの攻擊

は，モンゴルの傘下にあったサイフッディーン・ハサン・カルルグに對して行われ，彼

はムルターンから�われている。~年にはウッチュも攻擊を:けているが，�Fで見た

ように，この時�のカルルグ家はウッチュも勢力範圍に收めていたと考えられる。從っ

て，これらのモンゴル軍の攻擊の對象はカルルグ家であった可能性が高い。1238 年にカ

ルルグ家がガズナ&邊から�われた時と同じく，モンゴルへの貢Iに滯りが出たか，あ

るいは他の事+があったのかもしれない。1259 年頃にカルルグ家がデリー・サルタナト

側と姻戚關係を結ぼうと畫策したことも，モンゴル側とカルルグ家の關係の不安定さを

伺わせる。

1285-6 年にムルターンとラホールを續けて攻擊した後，1291 年から 1300 年代初頭に

かけては，モンゴル軍は�線の都市を素Jりして東0し，デリー付&まで�る�攻を繰

り	すようになる。例えば，696/1297-8 年には，チャガタイ・ハン國のカイドゥの部下

であるケデルに_いられたモンゴル軍がラホール&邊をJって東0し，ジャーランダル

まで到�している［Jackson 1999 : 221］。このような作戰變�のO因としては，1260 年代

にタンマ軍の指�者がイルハン國のフラグ・ハーンからチャガタイ・ハン國に移ったこ

とや21)，先に觸れたように南方からのクルト�の壓力を:けて，アフガン高地やインダ

ス液域南部での活動が制限されたことが考えられる。

4．カルルグ家の�後

カルルグ家は，ナースィルッディーン・ムハンマドがフラグ・ハーン宮廷に召喚され

處𠛬されたことによって，歷Yの舞臺から�を�す。この處𠛬には，クルト�のシャム

スッディーンが關與していた［Siddiqui 1980 : 86 ; Jackson 1999 : 116］。

このような狀態の0行中に，フラグ・ハーンの御�から，スィンドの荏配者で

あったナースィルッディーン・ブン・ワファー・マリクを召喚するヤルリグ (=

モンゴルとデリーの閒で
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21) この指揮官の變�は，チャガタイ・ハン國のアルグ (在位 1261-66 年) の働きかけによる

ものであり，以後はチャガタイ・ハン國の人々が彼らの指揮官となった［川本 2010 : 141 ;

北川 1979 : 51-53］。



敕令) が發された。彼が御�に到着すると，マリク・シャムスッディーン・クル

トとアミール・BRĠNDY22)は，彼に對して|いていた恐れから彼を吿發し，彼

の行狀の惡さについて大いに非難した。ついに，彼は�人かのマリクや部下た

ちとともに處𠛬された。この狀況の中，ナースィルッディーンからハラジュの

指揮を任されていたマリク・フィールーズ23)はデリーに向かった。スルターン・

ギヤースッディーンの息子は彼を氣に入り，彼を取りたてて厚�した。スル

ターン・ギヤースッディーンの息子は，彼をモンゴル軍やその他の人々からの

守りの助けにしようと考え，國境で�も重Oなムルターンの守護を彼に任せた。

［Jahn 1965 : 18］

この出來事が何年のことであるかは，Y料中に/示されていない。冒頭の「このよう

な狀態」とは，ウルグ・ハーン・バラバンがワズィールとして實權を掌握し，さらにス

ルターンとなったことである。ただし，ウルグ・ハーン・バラバンがスルターン・ギ

ヤースッディーン・バラバンとして卽位したのはフラグ・ハーン沒後の 1266 年なので，

Y料中でバラバンがスルターン・ギヤースッディーンと呼ばれているのは，後の狀況を

先取りした表現であろう。この記述では，シャムスッディーン・クルトもフラグのもと

におり，フラグに直接�見を述べていたように見える。シャムスッディーン・クルトは，

660 年初め/1261 年 11�から 661 年ジューマーダー II�/ 1263 年 5�の閒に行われたベ

ルケ・ハーンとの戰いに參加したとされる［JT : ii, 1045-1046 ; 本田 1991 : 156］。ナー

スィルッディーン・ムハンマド・カルルグの處𠛬が，シャムスッディーン・クルトがフ

ラグ・ハーンのもとにいた時に行われたとするなら，それは恐らくこの�閒中のことで

あろう。また，ナースィルッディーン・ムハンマドがフラグ・ハーンのヤルリグで召喚

東 方 學 報
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22) モンゴル名のブグタイ (Buġday) あるいはボロルタイ (Burulday) か。おそらく，『ナー

スィルY話』でビンバーン地方のシフナとされているアミールと同一人物ではないかと考

えられる。� 15も參照されたい。

23) この部分については，寫本閒で衣動が見られる。x譯は，�も信賴できる內容であるアラ

ビア語寫本 (Royal Asiatic Society A 27，714/ 1314-5年寫) に從った。トプカプ宮殿圖書

館%藏ペルシア語寫本 (Topkapı̆ Sarayı̆, 940- Hazine 1654，717/ 1317 年寫) では，「ナー

スィルッディーンから砦の指揮を任されていたフィールーズ・クーフのマリク［Jahn

1965 : 73］」，大英圖書館%藏ペルシア語寫本 (British Museum Add. 7628) では「ナースィ

ルッディーンから人々の指揮を任されていたフィールーズ・クーフのマリク［Jahn 1965 :

117］」となっている。また，『オルジェイトゥY』の同樣の記述では，「ナースィルッ

ディーンからバルフを任されていたマリク・フィールーズ［TU : 186］」となっている。先

に擧げた，『ナースィルY話』中のイルハン國からの使Fに關する記述からd斷して，ナー

スィルッディーン・ムハンマド・カルルグの荏配力がフィールーズ・クーフやバルフまで

到�していたとは考え難いため，これらのテキストは�りとd斷した。



されていることから，イルハン國とチャガタイ・ハン國が南アジア北邊地域での影�力

を競い合っていた 1260 年代においても，カルルグ家はイルハン國の荏配權の下にあった

と考えられる。

クルト�は，13-14 世紀にヘラートを據點として活動した王�である。初代のシャム

スッディーン (在位 1253-77 年) は 1245年頃からクルト家の指�者として活動しており，

南アジア北邊地域に據った獨立勢力の中では�も@力であった。また，旣に述べたよう

に，彼は 644/1247 年のサリ・ノヤンによるムルターン，ラホール�攻に同行，さらに

651/1254 年頃には，ムルターンを據點にしていたイッズッディーン・キシュルー・ハー

ンとモンゴルの閒を仲介してシフナをDEさせており，モンゴル側との協i關係を保ち

つつ，インドに自らの影�力をKぼそうと試みていたと言える。この點は，カルルグ家

とモンゴル側の關係が不安定であったことと對照4である。

シャムスッディーン・クルトは，1256-7 年から 1260 年代に，マストゥングを中心に，

スレイマーン山�南部にW征を繰り	した。いわゆる「アフガニスタン作戰」である

［本田 1991：148-153］。さらに 657/ 1259 年には，インダス川沿いのバッカルをy圍して

いる［TH : 250-257 ; 本田 1991：150］。このW征には，マストゥングからインダスR野に

拔けるルートが用いられたものと考えられる。このように，アフガン高地南方を足がか

りにインダス液域の�Oな據點を攻略しようとすると，インダス西岸部を勢力範圍とす

るカルルグ家と必然4に衝突することになる (地圖 2)。シャムスッディーン・クルトは，

「アフガニスタン作戰」を�えて，インド側への�なる勢力擴大を狙っていた時�に，イ

ンダス西岸部を抑えていたナースィルッディーン・ムハンマド・カルルグをフラグ・

モンゴルとデリーの閒で
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地圖 2 1250 年代後�から 1260 年代初頭のアフガン山塊〜インダスR野の勢力圖



ハーンのもとで吿發し，5には處𠛬に�いこんだ。奄言すれば，シャムスッディーンは，

フラグ・ハーンという上位權力を利用して，自らの勢力擴大の障#を排除したのである。

�後に，ナースィルッディーン・ムハンマド・カルルグの部下フィールーズのその後

に觸れて，本稿のまとめにかえたい。

�人であったナースィルッディーン・ムハンマド・カルルグがフラグ・ハーンによっ

て處𠛬されたためデリーに�命したフィールーズは，後にハルジー�の初代スルターン，

ジャラールッディーン・フィールーズ・ハルジー (在位 1290-1296) となる。フィールーズ

をデリーで取り立てたスルターン・ギヤースッディーン・バラバンの息子は，ムルター

ン防衞の差配をしていることから，スルターン・バラバンの卽位後にムルターンの荏配

者に任じられた王子ムハンマドではないかと推察される24)。スルターン・バラバン時代

にデリー・サルタナト側の國境の守り，特にムルターン荏配が安定したことによってイ

ンダス液域で小集團が自由に活動できる地域が狹まったことや，南アジア北邊地域にお

けるクルト�の�0といったO因から，13 世紀末以影には，以�のような小集團の活發

な活動や，邊境地域に任命された@力者の自律)は見られなくなる。1260 年代以影に，

デリー・サルタナト側でムルターン防衞に携わることによって蓄えた軍事力を背景にハ

ルジー�を興したフィールーズは，このような狀況の變)に合わせて活動の場をうまく

切り替えたことになる。モンゴル傘下の小勢力の部下としてムルターンを攻める立場か

ら，デリー・サルタナトの臣下としてムルターンを守る側へと轉身し，デリー・サルタ

ナトの內部で力を蓄えてスルターンの座まで上り詰めたフィールーズの經歷は，13 世紀

の南アジア北邊地域において，モンゴルとデリー・サルタナトという二大勢力の閒で自

律4活動を圖った小集團のサクセス・ストーリーと言えるであろう。
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24) カルルグ�が婚姻關係を結ぼうとしたのが彼であるとは確定できないが，デリー・サルタ

ナト，とりわけバラバンと&付こうというカルルグ�の行動が，フィールーズの�命を助

けた可能性は高い。
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